
令和 3年度 福島イノベ倶楽部 研修会 レジュメ             

                                  2022年 2月 8日

電動化システム共同研究センター

                                     榊 純一

講演題目：電動化システムの研究開発による，秋田県の地域産業創生事業について

１．秋田県の概要

・少子高齢化のスピードが早い秋田県の現状を示す。

２，秋田県が取り組んでいる地域産業創生事業

２．１ 産業創生事業の開始の経緯

２．２ 地方大学・地域産業創生交付金事業（いま秋田県で取り組んでいること）

  ・県内企業が新しい発想でモーター用コイルを完成させたことが発端。

・2020年 1月 31日に秋田県が計画していた「小型軽量電動化システムの研究開発による産業創生」

のプログラムが，内閣府の地方大学・地域産業創生交付金事業に採択。

３．秋田が想定する航空機システムの電動化とは

  ・想定している「航空機システムの電動化」は，全電動航空機ではなく，従来型の航空機の一部のシ

ステムを電動化するもので，自動車のハイブリッド（HV）の考え方と似ている。

  ・ジェットエンジンの仕事の負荷を下げて，推力発生に専念させることで CO2の排出を抑える。

４．電動化システム共同研究センター

  ・当センターは研究開発の一環として，秋田空港に近接する旧種平小学校の校舎の一部を改修して，

電動化の機器やシステムの試験が出来る「新世代モーター特性評価ラボ」を開設する。規模も施設

に設置する器材も，これまで国内には無かったもの。

５．研究と教育環境の整備

  ・秋田大学と秋田県立大学は，2022年度に大学院共同専攻である「サステナブル工学専攻」を開設

して，「エレクトロモビリティーコース」と「社会環境システムコース」の 2 つのコースを置く。

  ・人財開発として，小中高生への教育やリカレント教育にも力を入れて県内進学や卒業後の県内定

着，製造業の意識改革をサポートする。

６．まとめ

  ・産学連携が目指す姿など。

以上
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